
　本校は、平成28年に鳥取大学医学部と包括連携協力に関する協定を締結し、医工連携事業を

推進しています。この協定は、双方の専門的な知見・情報の共有や連携により、特に医療福祉分

野の研究開発及び医学・工学分野を融合する人材の育成を、地域共同研究と地域協働教育によ

り推進することで、地方創生事業の一翼を担うことを目的に締結したものです。現在は、相互に共

同研究やクロスオーバー講義（XO講義）の開講などを拡大・推進することで連携を深めておりま

す（詳しくは当センターHPをご参照ください）。

　この度、鳥取大学大学院医学系研究科では、現在の生命科学・機能再生医科学・保健学の3専

攻を統合し、医科学専攻として令和2年4月より改組が実施されることになりました（医科学専攻

の概要：下図参照）。

　この改組により、受験科目の見直しや社会人選抜等を通じて、本校専攻科から医科学専攻に進

学する途がより拓かれることとなり、本校学生のキャリアパスの多様性や優位性を拡充すること

が可能となります。
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